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平成12 年度第２回常任委員会

日　時：平成12年10月７日（土）午後２時～５時

場 所：東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所セミナー室

出席者：早田輝洋（会長），梶　茂樹（事務局長），大石正幸，坂本　勉，坂本

比奈子，清水克正，庄垣内正弘，早津恵美子

オブザーバー：田窪行則（編集委員長），吉田和彦（大会運営委員長），塩原朝

子（事務局長補佐）

［報告事項］

（１） 日本学術会議から第18期東洋学研究連絡委員の推薦要請があ り，梅田

博之氏を推薦した．

（２） 危機言語シソポジウムについて，危機言語小委員会委員長の坂本比奈子

氏から，以下の報告があった.10 月21 日に，「消滅の危機に瀕した言語

と言語学者の役割」と題するシｙポジウムを，東京大学大学院人文社会

系研究科附属文化交流研究施設東洋諸民族言語文化部門と共催で行う．

言語学会は予算の一部を負担すると同時に，発表者の提供，および広報

活動を行う．

(3)  9 月５日に御逝去になった評議員三根谷徹氏の追悼文を,『言語研究』

に掲載する．

［審議事項］

（１） 第121 回大会（名古箟学院大学，11月25 日，26 日）について，大会運営

委員長の吉田和彦氏から以下の報告があった.

1. 第121回大会のプログラムを決定した．応募総数52件中，採択数35

件であった．なお，今回から広報活動の一環としてプ1=・グラムの他

に.ポスターを作成し，関係者に.掲示を依頼することにした．印刷費

は大会運営費から出費することとした.

2. 大会初日の出席者を増やすため，試行的措置として，シンポジウム

のみを行っていた大会初日に，研究発表の一部を割り当てた．また，
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従来，初日にのみ行われていたシンポジウムを，両日とも行 うこと

とした.

3. 大会実行委員長の清水克正氏から，大会開催に当たり，大幸財団（名

古屋市）から，17万円の補助金を受けることになった旨報告があっ

た．この補助金は，開催校が提供するバス代などの支払いに充てる

こ･とが了承された．

（２） 来年度以降の大会予定に･ついて

第122回大会（平成13年度春季大会）を，一橋大学（中島由美実行委員

長）において６月23日，24日に行うことが了承された．なお，第123回

大会（平成13年度秋期大会）は，九州大学（11月17 日，18 日）が候補

にあがっている.

（3 ）r 言語研究』について，田窪行則編集委員長による以下の提案を検討し

たご

1. 欧文による良質の論文を掲載するため，投稿規定を変更し，現行の

枚数制限を鈑和する．

2｡

3.

彙報を『言語研究』から切り離し，ニュースレター化する．

会則第19条を変更し，学会外から（特に在外外国人の）編集顧問を

迎える．

4. 将来的に会員以外の投稿を認めることを検討する.

5.『言語研究』の引用率および知名度を上げるため，英文の特別号を

刊行する･

（４） 会費の銀行自動引き落としを三井ファイナンスサービスに依託すること

が了承された･

（５） 学会ホームページについて，今後の運営方法について議論が行われた．

（６） 愛知県立大学の岩田　ﾈL氏から後援依頼のあった中国語学国際学会

(2002年開催）について審議が行われた．

（７） 言語学会事務局長経費として月額３万円，事務局長補佐に対して謝金

月額１万円を出費する件が審議された．

平成12 年度第２回委員会

日　時：平成12年11 月25日（土）午前10時～午後12時半

場 所：名古屋学院大学第一研究館第一会議室一

出席者：早田輝洋（会長），梶　茂樹（事務局長），梅田博之，影山太郎，金水

敏，久保智之，郡司隆男，坂原　茂，坂本　勉，坂本比奈子，清水克

正，庄垣内正弘，白井賢一郎，田窪行則，田村すず子，辻　星児，長

嶋善朗，西光義弘，原田かづ子，日比谷潤子，松村一登，松本克巳，

－ －
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吉田豊，吉田和彦（以上24名）

委任状:40 名

オブザーバ ー：窪薗晴夫（会計監査委員），荻野綱男（会計ｅ 吝委員），塩原朝

子（事務局長補佐）

［報告事項］

議事に先立 って，大会開催校を代表して大会運営委員長 の清水克正氏から挨拶

があ った．

（１） 日本学術会議第18 期東洋学研究連絡委員

上記の推薦要請に対して，梅田博之氏を推薦し，認められた 旨報告があ

った．

（２） 平成!2 年度第２回常任委員会（10 月 ７日）の報告

会長より,上記委員会で以下の件に･ついて審議を行った 旨報告があ った.

（i）第122 回言語学会の開催校 （審議事ﾓ債（1） 参照）， 向 日本言語学

会（危機言語小委員会担当）と東京 大学大学 院人 文社会系研究科附属文

化交流研究施設東洋諸民族言語文化部門共催のシンポジウム（報告事項

（3）（ｃ）お よび審議事項 （8）参照），（・ ）r言語研究亅 編集委員に関す

る学会規定変更（審議事項（2）参照）バiｖ）学会 ホームペ ージ運営（報

告事項 （3）（Ｆ）参照），（ｖ）学会会費 口座自動振替 （審議事項 （5 ）参

照），（ｖi） 中国語学国際学会 の後援 （審議事項 （7）参照）

（３） 各委員会，作業部会からの報告

（Ａ）大 会運営委員会 （吉E日和 彦委員長）

・第２回委員会を９月９日に学会事務局で開催し，第121 回大会（平成12

年度秋期大会） のプロ グラ ムを決定し た．研 究発表 は，覆面審査 に基

づき，応募総数52 件から，35 件を採択 した．今回は，試行的措置 とし

て， シソポ ウジ ウムを ２つ企画し，それに合わせて研究発表を両日と

もに行 うこ とにした．これは，両日にわ たる大会の 出席者を増 やすた

め である．また， 今回から広報 活動 の一環 として従来のプロ グラムの

他にボ.スタ ーを作成し，関係者に掲示を依頼することにした.

（Ｂ）編集委員会 （田窪行則委員長）

・『言語研究』第118 号，第ｕ ９号の刊行に向け，編集作業 が進行中であ る･

前回の委員会で報 告した欧文誌刊行の計画は ，執筆者 の選定が難航 し

ている.

・欧文 の執筆を増やすた め，新規に外 国人 ３人 （ うち在外外国人１人）

を編 集委員 として迎えた ．また，斉藤　 衛氏 （南山大学）を編集委員

に.迎えた．
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・英文の執筆要項の暫定版を作成した．（審議事項の（2）（i）に関連）

（Ｃ）危機言語小委員会（坂本比奈子委員長）

・空席となっていた３名の委員に稗田　乃氏（大阪外国語大学），奥田絖

己氏（札幌学院大学），笹間史子氏（大阪学院大学）が推薦され，委員

会で承認された．また，池田　巧氏が委員長補佐を，林　徼氏が幹事

を務めることになった.

・10月21B, 東京大学大学院人文社会系研究科附属文化交流研究施設東

洋諸民族言語文化部門と共催で，東京大学（本郷キャンパス）を会場

に「消滅の危機に瀕した言語と言語学者の役割」と題するシソボジウ

ムを行い，65名の出席を得た．当学会は危機言語小委員会委員長の坂

本比奈于氏を中心に発表者の提供，広報活動を行い，また予算の一部

を負担した．（審議事項（8）参照）

・来年度は，特定領域研究（文部科学省科学研究費補助金「特定領域研

究（Ａ）」環太平洋の「消滅に瀕した言語」にかんする緊急調査研究）

とシソポジウムを共催する方向で検討中である．（審議事項（8）参照）

（Ｄ）夏期講座小委員会（西光義弘委員長）

・2001年４月から２年間，荻野綱男氏が委員長をつとめることが決定し

た（任期２年，現委員長の西光氏は引き続き委員にとどまる）．梶委員

は多忙のため退任し，後任に風間伸次郎氏（東京外国語大学）が当る

ことに.なった．また，今回の夏期講座について，実行委員長荻野綱男

氏より以下の報告があった．

・８月21日～26日の６日間，大学セミナーハウス（東京都八王子市）で，

第２回夏期講座を実施した.

・期間中, 217 名の受講生があった.13 名の講師，３名の実行委員，約10

名のアルバイトを加えると，合計250余名の参加者であった.

・受講料を中心とする収入（合計864万4560 円）に対して，施設使用料，

講師謝金などの支出（合計944万4814 円）があり，約80万円の赤字が出

た．そ○理由として，前回より講師の謝金を増額したこと，懇親会を

無料としたこと，遠方からの学生に対して参加費む割引を行ったこと

が挙げられる．収支の詳細は平成12年度の決算報告（『言語研究』第

120 号掲載予定）を参照されたい.

・参加者と学会会員を対象にしたアソケートの結果も報告された．回答

を見る限りでは，受講者は，大学院生が中心で，非会員の参加が多か

った，宿泊施設に不満が多かった反面，日程や＝=･マ数など講座の内容

に関しては肯定的な意見が多かった.

・2002年に第３回の夏期講座を関西地区で開催する方向で検討中である
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（ 審 議 事 項 の （4 ）参 照 ）． 今 回 の 赤 字 を ふ ま え ， 懇 親 会 は 有 料 に す る 予

定 で あ る が ， 遠 方 者 割 引 は 継 続 す る 方 針 で あ る.

（Ｅ） Ｐａｃｉ ｃ Rim ｌｎs丗 ｕtｅ 検 討 小 委 員 会 （ 原 口 か づ 子 委 員 長 ）

2001 年 ６ 月 ～ ７ 月 に ア ｙlリ カ 合 衆 国 サ ソ タ ・ ぷ ー バ ラ で 開 催 さ れ る

Pacific  Rim Ｌｉｎｇ汕5tic ｓ ln ｓtil:ute に 関 し て ， 奨 学 生 募 集 の パ ソ フ レ ッ

ト を 言 語 学 会 大 会 ， 夏 期 講 習 で 配 付 し た ． ま た ， ホ ー ム ペ ー ジ か ら も 申

請 用 紙 を 取 得 で き る よ う に し た ． 奨 学 生 の 決 定 は ３ 月 中 に.行 う ． ま た ，

学 会 が 派 遣 す る 講 師 の 滞 在 費 と 旅 費 を 負 担 す る こ と が 再 確 認 さ れ た.

（Ｆ ） ホ ー ム ペ ー ジ 作 業 部 会 （松 村 一 登 氏 ）

・ ホ ー ム ペ ー ジ を 公 開 し ， 学 会 プ ロ グ ラ ム や 『 言 語 研 究 』 の 目 次 な ど を

掲 載 し た ． 今 後 ， 各 委 員 会 の 活 動 な ど ， ホ ー ム ペ ー ジ に･載 せ る 情 報 を

募 集 中 で あ る･

・ 運 営 が 軌 道 に 乗 り 次 第 ， サ ー バ ー を 東 京 大 学 か ら 学 会 事 務 局 （ 中 西 印

刷 ） に 移 す 予 定 で あ る ． そ の 際 ， ホ ー ム ペ ー ジ を 管 理 す る ス タ ッ フ の

確 保 を ど う す る か が 問 題 と な る.

・ 将 来 的 に は ， ホ ー ム ペ ー ジ 作 業 部 会 を 小 委 員 会 に 昇 格 さ せ ， 委 員 を 増

や す 方 向 で 検 討 す る ，

（Ｇ ） 学 会 事 務 局 （ 梶　 茂 樹 事 務 局 長 ）

･評 議 員 三 根 谷 徹 氏 逝 去（ 平 成12 年 ９ 月 ５ 日 ）に 当 た り ， 会 員 の 大 島 正

二 氏 に 追 悼 文 を 依 頼 し た 旨 報 告 が あ っ た. 『 言 語 研 究 』118 号 に 掲 載 す る.

［ 審 議 事 項 ］

（ １ ） 第122 回 大 会 に つ い て

平 成13 年 ６ 月23 日 （土 ），24 日 （ 日 ） の ２ 日 間 ， 一 橋 大 学 を 会 場 に 開 催

す る こ と が 提 案 さ れ ， こ れ を 了 承 し た （実 行 委 貝 長 は 同 大 学 社 会 学 部 の

中 島 由 美 氏 ）．

（ ２ ） 『 言 語 研 究 』 に･関 す る 会 則 の 変 更 に つ い て

田 窪 行 則 編 集 委 員 長 か ら 次 の ２ 点 に･つ い て 提 案 が あ り ， 審 讚 の の ち 承

認 さ れ た.

（i） 編 集 委 員 会 で 英 文 執 筆 要 項 を 作 成 し た ， こ れ を 暫 定 的 に 学 会 ホ ー

ム ーぺ－ ジ （htt ｐ:かｗ　ｗ ｗよｏｏｙｃｘ）亠ｕ-tｏｋy ｏ.acjp/ ｀Iｓj/） で 公 開 し ， 意

見 を 集 め た 上 で ， 来 年 本 格 的 に 運 用 を 開 始 す る.

（U ） 執 筆 要 項 中 の 一 部 が 現 状 に 合 わ な く な っ て い る た め ， 以 下 の 点 を

変 更 す る.  w 記 １ 参 照 ）

・ 論 文 の 枚 数 制 限 を ， 邦 文 論 文80 枚 （ 現 行50 枚 ）， 欧 文 論 文50 枚 （ 現 行30

枚 ） 畊 変 更 す る.

一応 芬 の 際 ， 投 稿 者 に 連 絡 先 と し て フ ァ ク ス 番 号 ， ｅ･ｍａｎ ア ド レ ス の 付
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記を要求する.

・審査における匿名性を守るため，論文中に筆者が特定されるような表

現をできるだけ用いないことを要求する．

また，同委員長からさらに次の提案があった．日本におけ る言語学研

究を海外に発信し，海外におけ る言語研究との交流を深めるため，海

外在住０研究者（非会員を含む）に編集委員になってもらう．主な目

的は.次のとおり．

1）『言語研究』を広く知ってもらうための広報活動を支援してもら

う.

2) 1) により，海外からの投稿を増やす.

3）査読者の選定など編集に関するアドバイスを受ける．

現行の規定では編集委員が会員に限られるため，増員が難しい状況とな

っている．非会員が｢ 編集顧問」として編集に,関与できるようにするた

めに，会則第19条第３項を以下のよりに変更する.

（現　行）編集委員長は，編集委員若干名を個人会員中より指名委嘱

し，編集委員会を組織する.

（変更案）編集委員長は，編集委員若干名を個人会員または非会員よ

り指名委嘱し，編集委員会を組織する．

この案に関して，｢編集顧問」の編集委員会の中での位置付け，非会員

が編集に関与することの是非などについて議論が行われたが，結論が出

ず，次回以降継続して審議を行うことになった．

（３） 彙報のニュースレター化

現在，『言語研究』に掲載されている彙報および大会発表要旨を『言語

研究』から切り離し，二．,･－ズレターの形で会員に配付するという案が

事務局長から出された．この案に対して，経費および手間がかかるとと

を懸念する意見が出され, 今後, 常任委員会で体裁等の試案作成および，

経費の試算を行うことになった．

（４） 夏期講座に.ついて

西光義弘夏期講座小委員会委員長より，第３回の夏期講座を2002 年に

関西地区で開催する案が提案され，承認された．実行委員長は三原健一

氏（大阪外国語大学）を予定している．

（５） 学会会費の自動振り替えについて

事務局長より，懸案となっていた学会費の銀行自動振替を三井フフイナ

ソスサーピスに依託する案が提案され, 承認された. 希望者に.関しては，

来年度の会費から振替を行う予定である．

（６） 事務局費と事務局長補佐費について
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事務 局 長 よ り事 務 局 長 経 費 とし て 月 額 ３万 円 ， 事 務 局 長 補 佐 に 対 し て

謝 金 月額 １万 円を 出費す る 案 が提 案 され ， 承認 さ れた ．

（ ７） 中 国語学 国際学 会 に つい て

会 員 の岩 田　 礼 氏 （愛 知 県 立 大 学 ） か ら の依 頼 を 受 け,  2002 年 匕 同大

学 で開 催予 定 の中 国語 学 国 際学 会 （国際 中国 語 言学 学 会t  International

Association ｏｆ Chinese Ｌｉｎｇｕiｓtics）を, 学 会 で 後援 す るこ とが承認 された ．

（ ８） 危 機 言語 小委 員 会

日本言語 学 会 と東 京大 学 大学 院 人文 社会系 研 究 科附 属 文 化交 流 研究 施設

東 洋 諸 民 族言 語 文 化 部 門 と の共 催 叭 よ る10 月21 日 の シ ソ ポジ ウム （報

告 事 項 （3 ）（Ｃ） 参 照 ） の 開催 に 関 し て ， 事後 承認 が行 われ た ． また ，

来 年 度 の活 動 に 関 し て ，来 年 ６月 に予 定 さ れ て い る特 定 領 域 研 究 （文

部 科 学省 科学 研究 費 補 助 金 「特 定 領 域 研 究 （Ａ）」 環 太平 洋 の 「 消滅 に

瀕 した 言 語」 に か んす る緊 急 調 査研 究） と シン ポジ ウ ムを 共催 す る とい

う案 が坂 本比 奈 子小 委員 会委 員長 か ら提 出 さ れ， 承認 さ れた ．

（ ９） 雑 誌Language Revitalization and Documentation （仮 題 ） の提 供 につ

い て
・

出版 社Mouton de Gruyter （ ドイ ツ）か ら ，上 記 の雑 誌 が創 刊 され る こ

とに な り，創 刊 後 ５年 問 ， こ れ を 本 学 会 会 員 に 無 償提 供 す る と の申 し

出が あ った ． これ に対 し ，学 会 とし てこ の申 し出を 受け る こ とが 承 認 さ

れ た ．学 会 事務 局 へ の一 括 送付 を 依頼 し ，大 会 な どで 配 付す る予 定 であ

る ． 同 社 に よれ ぱ ， こ の 雑 誌 は ，「 危 機 言 語 」 を テ ー マ と し,  Volks-

wagen Stiftung の助 成に よっ て発 行 さ れる も のであ る．

【別記1 】 執筆要項の改訂

(旧)

2｡ 枚数な

らびに用

紙：

8｡ 提出部

数ならび

に様式：

図・表等を含め，邦文論文

は400 字詰 め横書き原稿

用紙50 枚分以内，欧文論

文はタイプダブルスベース･

で30枚分以内；フ ォーラ

ム囹用原稿は……

1.　 表紙：論文名，執筆者

名（ふ りがな），所属機

関 （無い場合は無しと明

記），連絡先（郵便番号，

電話番号共）．

(新)

図・表等を含め，邦文論文は400

字詰め横書き原稿用紙80枚分以内，

欧文論文はタイプダブ,レスペースで

50枚分以内；フ ォーラム欄用原稿
四
は……は … …

１

表紙：論文名，執筆者名（ふり

がな），所属機関（無い場合は無

しと明記），連絡先（郵便番号，

電話番号，フフツクス番号，ｅ-

ｍｄ アドレス，共）．



168 彙

2. 詒文本文 ＝第一頁目の

初めに論文名を書き（執

筆者名，所属機関名は書

かない），キ ーワード，

そして本文 と続ける．

維

2.　論文本文 ＝第一頁目の初めに論

文名を書き（執筆者名，所属機関

名は轡かない），キーワード,そし

て本文と続ける．査読は匿名で行
四

われるので，本文中においても著

るだけ避ける･

平成12 年度第１回危機言語小委員会

日　時：平成12年６月16日（金）午後１時半より４時

場　所：東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所セミナー室

出席者：早田輝洋（会長），池田　巧，梅田博之，梶　茂樹，田村すず子，角

田太作，津曲敏郎，奈良　毅，峰岸真琴，林　徹，宮岡伯人，村崎恭

子

「審議事項」

1. 委員○確定

今年度から３年間の委員侯補を委員とした. 確定した委員は以下のとおり．

池上二良，池Ⅲ　巧，梅田博之，梶　茂樹，坂本比奈子，崎山　理，田村

すず子，土田　滋，角田太作，津曲敏郎，中川　裕（千葉大学），奈良

毅，峰岸真琴，林　徹，福井　玲，宮岡伯人，村崎恭子（以上17名．当初

委員候補となっていた八杉佳穂氏は辞退）

2. 委員長の選出

出席者による投票の結果，坂本比奈子氏を委員長に選出した.

3. 委員の追加

小委員会の定員が20名であるため，本日確定した委員に.加え，あと３名の

委員を追加委嘱することとした．奥田統己，笹間史子，稗田　乃の３氏に

当,小委員会に委員として加わっていただくことを要請することが承認され

た．なお，笹間，稗田両氏に加わっていただいでもなお，関西以西の地域

からの委員が少ないとの指摘があ り，３年後の委員の交替に際しては地域

のバラソスをとるべきとの意見が出された.

4. 当小委員会と特定領域研究との関係に.ついて

特定領域研究「環太平洋の言語」の研究代表者である宮岡委員より，特定

領域研究のシンポジウム(11/24,  25) と秋の学会大会(11/25,  26) との

日程が一部重なってしまったことに関連して発言があった．今後の活動に

おいてぱ，今後このようなことがないように連絡を密にする旨の確認がな
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された.

5. 小委員会会議費について

毎年度，会議費として支給される15万円の使い方について，弁当代として

使う，交通費として支給する，あるいは小委員会に出席するため宿泊せざ

るを得ない委員に宿泊費のみ（１万円）を支給する，などの意見が出され

たが，継続審議とする事とした．なお，方針が決まり次第，今回０小委員

会の分はさかのぽって支給することとした.

6. 今年度の活動方針

今年度の活動方針についてさまざまな意見が出された，一般向けの啓蒙的

な講演会やシソポジウムなどについては，そり意義は十分認められるもの

の，具体的成果がややはっきりしないこと，広報に非常な労力が必要なこ

となどを考慮し，今年度は行わないこととした．その代わり，特定領域研

究，学会の夏期講習，東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所の

言語研修などとのタイアップ企画の可能性を考えてみることとした.

7. 小委員会．4－リング・９ストの立ち上げ

最後に峰岸委員から，小委員会のメーリｙダ・リストを作ってはどうかと

の提案がなされ，角田委員から同委員の所属する東京大学大学院人文社会

系研究科附属文化交流研究施設東洋諳民族言語文化部門で引き受けられる

との発言があり，同部門に･依頼することとした．

平成12 年度第２回危機言語小委員会

日　時：平成12年11 月23 日（木）午後１時半より４時

場　所：京都国際会館

出席者：池田　巧，奥田統巳，梶　茂樹，坂本比奈子，

田村すず子，角田太作，津曲敏郎，奈良　毅，

村崎恭子

崎山　 理 ，

峰 岸 真琴 ，

笹 間史子 ，

宮 岡 伯人 ，

[審識事項]

I. 新委負の承認

前回の委員会で推薦のあった笹間史子氏，奥田統巳氏，稗田　乃氏の３委

員が新たに委員として承認された.

2. 予算の使途についで

φ委員会の会議費15万円から，毎回，委員会出席者にたいし，交通費とし

て近距離は30【】O円，遠距離は5000 円支給することが決まうた･

3.　来年度の活動について

2001 年６月９日，10日に東京で，特定領域研究｢ 環太平洋の言語｣ と共
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催で，シンポジウムを開催することが決まった.

4. メーリング・リストについて

前回委員会で提案されたメーリソダ・リスト立ち上げの確認がなされ，了

承されたので，改めて東京大学の福井委員に立ち上げと，管理者になって

頂くことを依嘱した．また，ｊ －リング・リストは，主として意見交換に

利用し，メールを利用していない委員にはフ ァックス等で連絡する，緊急

を要する場合はメール会議で審議を行ってもよいが，結果は文書で全委員

に通知する旨が確認されたs

5. ムートソからの連絡について

角圧1委員よりムートンから日本言語学会宛にメールで問い合わせが来てい

るとの紹介があり，内容について検討して欲しいとのことで資料が配付さ

れた．主旨は, Mouton がLanguage Revitalization and Documentation

という雑誌を刊行する予定があ り，最初の５年間は日本言語学会の会員に

無料で送付したいのだが，その方法について提示する３案から適当な方法

を選択し，希望部数を年末までに知らせてほしい，というものであった．

検討のうえ言語学会の委員会隘はかることとなった.

6. 次回の委員会の日程について

次回の危機言語小委員会は６月23日（土），24日（日）の言語学会大会（於

一橋大学）の前に開催する予定で，具体的な日程は調整ののち再通知する

ことになった.

［報告事項］

1.　東京大学とのシソポジウム共催の件

福井委員より，平成12年10月21 日，日本言語学会と東京大学大学院人文社

会系研究科附属文化交流研究施設東洋諸民族言語文化部門との共催でシン

ポジウムを開催したことが報告された．この企画は，前回の小委員会およ

び委員会の後に･出てきた話であったため，小委員会については.･･－ル会議

で全員の賛成を得，委員会については会長の承認を得て，第２回委員会で

事後承諾を得ることで話を進めたこと，シソボジウムのプログラムは，言

’語学会秋季大会のプログラムに同封して言語学会の全会員に･郵送された旨

の報告が委員長からなされた．今回のシソポジウムの内容を報告書にまと

める計画の有無について質問が出され，福井委員からは検討したいとの回

答があった.

2. 小委員会規定にもとづいて，委員長から，幹事に林　徹委員，委員長補佐

に.池田　巧委員が任命された旨報告がなされた．



彙　　　 報

第121 回大会

期　 日　　2000年11月25 日（土）～26日（日）

会　場　　名古屋学院大学

第１日（11月25 日）

開会の辞

開催校挨拶

公開シンポジウム 午後１時10分～４時00分

量化一意味論は行き詰まっているか

司　　　会

基調報告者

研究発表

・Ａ 会 場

(Ａ１)

(Ａ２)

(Ａ３)

・Ｂ 会 場

(B1)

(B2)

(B3)

・Ｃ 会 場

(C1)

(C2)

(C3)

一般討論

総　 括

午後４時20分～５時50分

司会

4:20 ～

4:50 ～

5:20 ～

司会

4:20 ～

4:50 ～

高見 健一

日本語○数量詞遊離と助詞省略について

文の階層構造と従属節の機能レベル

疑似二重主格構文とその関係節化について
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会　長

木 村 光 伸

今 仁 生 美

郡 司 隆 男

西垣内泰介

金 沢　 誠

加 藤 鉱三

丸 山 岳彦

山 田圭 吾

河崎　　靖

西フリジア語の名詞抱合の特徴と抱合動詞

の形成

Conative Construction

一英語とスウェーデソ語の比較－

5:20 ～ 倒置構文と近接性

司会

4:20 ～

4:50 ～

5:20 ～

定延　利之

ＴＷＩＳＴ とその関連語の意味分析

〈容器のスキーマ〉と形容詞の語彙ネット

ワーク

否定性を含む肯定文の諸相

一 空間認知に根ざす否定性に向けて

今 里 典 子

當 野 能之

三 浦 香 織

膺水　 誠

宮 畑 一 範

佇本康一郎

有 光 奈 美



172

・Ｄ 会 場

(DI)

彙　　　　　報

司会　金水　 敏

4:20 ～ 現代日本語のア系列指示代名詞による指示 三好準之助

について

(D 2) 4:50 ～ 動的ラレル文（受身）と静的ラレル文（自　荒 籾 善 成

発・可能・尊敬）

（D3 ）　5:20 ～ 「私に言われても困る」

一受動文に関する一考察

・Ｅ 会 場

司会　町田　　健

（E1 ）　4:20 ～　ディスコース管理に･おける談話標識

－イソタピ●･－と雑談の比較

（E2 ）　4:50 ～ 読点の多寡に関する文章間の差異について

（E3 ）　5:20 ～ 形態分折プ･=･グラムによるコーパスヘり形

態情報の付加について

会員懇親会　　午後６時～８時

第 ２日（11 月26 日）

研究発表　　 午前９時40 分～12 時00 分

ｏＡ 会 場

司会 高野 祐二

（A4 ）9:40 ～Syntax of Cleftability of Ad ｖｅrb℡lｓ

（A5 ）10 : 10 ～Agreement Patterns and Ｎｏｎ･universal

Application ｏｆ the Ｅχtended Projection

Principle in A-movement

司会　 酒井　　 弘

（A6 ）11 : 00 ～Scrambling as “Agreeless Mo ｖｅ≒ｎ

Japanese

(Ａ７)

ＯＢ 会場

(Ｂ

(Ｂ

4 ）

5 ）

11 : 30～

司 会

9:40 ～

10 : :LO～

大 野 純 子

林　 淑 璋

岩 畑 貴弘

松 村一 登

水 口　 学

那 須紀 夫

出嶋真由美

Locality Conditions On Scrambling and ＱＲ 本 田 謙 介

村杉 恵子

韓 国の帰国子女の言語生活

American Ｓｉｇｎ Ｌａｎｇｕａｇe と子供の言語 に

見 られる ｗh 脱落現象について

郭　 銀 心

山 腰 京 子



(B6)

(B7)

・C 会場

(C4)

(C5)
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司会　辻　　星児

Ｕ:00 ～ 「捷解新語」における基本形「スル」の不　 金

完成相の用法について

ー『大蔵虎明本』との比較を通して－

11 : 30～　副詞の移動性に関する日韓対照研究　　　 李

－17世紀朝鮮資料『捷解新語』を資料としてー

司会

9:40 ～

10 : 10～

司会

（C6 ）11 : 10 ～

栗 林　 裕

キルギス語の語頭子音 ｘについて

イ ソドネシア語におけ る前置詞pada/di

［に，で］の用法と意味

一空 間認識に関する日－イ対照一

山根　 典子

Implications! Featural Relations in ａ

Ｃｏｎｓtｒａｈルbaｓed Approach

大 崎紀 子

湯 浅 章 子
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金　 光 珠

李　 鐘 嫗

杉 本 貴 代

(C  7) U : 30 ～ 標準アラピフ語の弱勦詞にみられるわたり　桑 本 裕 二

音／母音交替について

・Ｄ 会 場

司会 有田 節子

（D4 ）　9:40 ～ 時を表すスペース導入表現の意味表示につ 酒 井 智 宏

いて

（D5 ）10 : 10～ 条件文と過去における習慣文との関遮につ　加 藤 千 尋

いて

(D6)

司会

11 : 00～

(D  7) 11 : 30～

・Ｅ 会 場

司会

（E4 ）　9:40 ～

（E5 ）10 : 10～

司会

（E6 ）11 : 00 ～

阿部　泰明

中世末期日本語と現代韓国語のアスペクト

体系について

一存在型アスペクト形式の文法化－

「てあげる」構文への一考察

油谷 幸利

完了した動作を表す韓国語hako issta 形

中国語のハーフｘクトに関する一考察

－ “一過”ど 一了”を中心に一

江口　　正

複合動作「過ぎる」の意味解釈について

安　 平 鏑

福嶋 健伸

山 橋 幸 子

若 生正和

劉　 綺紋

井 本　 亮
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（E7 ）11 : 30 ～　日英語における複合語の諸特徴について

一動的視点からー

公開シンポジウム

閉会の辞

午後１時～４時30分

日本語の系統：回顧と展望

司会

オーストロネシア語族と日本語

アルタイ諸言語（朝鮮語も含む）と

日本語

タミル語と日本語

コメソテイター

一般討論

小 松 千 剪

松 本 克己

崎 山　 理

板 橋 義三

大 野　 晋

土 田　 滋

庄垣内正弘

児 玉　 望
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◇ 退

国内会員

在外会員

会
名

名

７
　

１

彙　　　　 輟

◇ 誤記の訂正

『言語研究』第118 号に以下の誤記 があ りましたので，お 詫びし て訂正いた

します ．

誤　　　　　　　　　　　　 正

表紙および８１　Reconstructing the Ｐｒｏtｏ･　Reconstructing the Ｐｒｏtｏ一

頁 の論文名　　Japonic ｉzん･㎡musubi, … ん･z…　Japonic  kakari musubi,
い.
＊朏

…

一伽 －　　　　　 伯 鴎

◇　本誌は，平成12 年度科学研究費補助金（研究成果公開促進費）の交付を得

て刊行されたものである．
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